
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２４５０６

基盤研究(C)

2014～2012

東アジアの広域に見られるニホンスッポン種群の個体群分類学的研究

Population systematics of the Pelodiscus sinensis species complex broadly 
distributed in East Asia

１０２０１９７２研究者番号：

太田　英利（Ota, Hidetoshi）

兵庫県立大学・兵庫県立大学・自然・環境科学研究所・教授

研究期間：

２４５７０１１０

平成 年 月 日現在２７   ６ １５

円     4,300,000

研究成果の概要（和文）：ニホンスッポン種群の計374標本についてmtDNAのND4領域（約900bp）の配列変異を解析した
．狭義のニホンスッポン（P. japonicus: PJ），チュウゴクスッポン（P. sinensis: PS），ナイリクスッポン（P. pa
viformes: PP）に対応する３クレード42ハプロタイプが認められた．
このうちPPはわずか３個体のみであった。PJは日本に，PSは台湾と大陸南部・東部に在来分布しする一方で，それぞれ
大陸北部と国内でも、外来と思われる個体多数が捕獲された．マイクロサテライト（MS）10座の交雑解析からは．特に
日本本土内でのPSからPJへの遺伝浸透の進行が懸念された．

研究成果の概要（英文）：To revise the population systematics of the Japanese/Chinese soft-shell turtle 
complex, we sequenced ca 900 bp domain of the mitochondrial ND4 gene for 347 specimens collected from 
Japan, Taiwan, and the continent (including the southern part [Hong Kong], eastern part [Shanghai], and 
the northern part [Russian Far-east and Korea]).
As a result, 42 haplotypes were recognized, and these were grouped into three clades supposedly 
corresponding to Pelodiscus japonicus (PJ), P. sinensis (PS), and P. paviformes (PP). Considering their 
geographic ranges and geographic patterns of haplotype diversity, PJ and PS seemed to be native to Japan, 
and the southern and eastern parts of the continent and Taiwan, respectively, although they also 
occurred, respectively, in the northern part of the continent and Japan, presumably as a result of 
artificial introduction.
Alletic analysis for 10 microsatellite loci explicitly indicated frequent occurrences of introgressions 
from exotic to native individuals.

研究分野： 動物分類学
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１． 研究開始当初の背景 
 ロシア沿海州から朝鮮半島，大陸中国
東部、ベトナム北部，台湾，そして北海
道を除く日本のほぼ全域に分布するス
ッポン（Pelodiscus 属）は，通常その大
部分の個体群がチュウゴクスッポン
Pelodiscus sinensis とされるが，形態的
変異に乏しくまた環境の影響による個
体変異が著しいため包括的で説得力の
ある分類体系は示されていない．さらに
この仲間は，分布のほぼ全域でそれぞれ
の土地の食文化とも密接に関係してお
り，その関係で地域間での人為的な移動
を伴う養殖や生体の販売も盛んであり，
その結果，在来性分布の範囲や外来個体
による遺伝的撹乱の程度についても，信
頼できる科学的知見に乏しい．たとえば
日本の個体群については，欧米では外来
性であろうとの認識が広がっているが，
一方で貝塚や鮮新世・更新世の地層から
化石も見つかっており，少なくともその
一部は在来性の可能性が高いと思われ
る．ともあれそれ以上の国内個体群の位
置づけに関する科学的知見も少ないた
め，たとえばその分類学的，保全生物学
的位置づけには支障のある状態が続い
ていた． 

 
２． 研究の目的 

 本研究は，日本を中心とした東アジア
のスッポン属（Pelodiscus）について，
これまで検討されることの少なかった
分子データを広範囲から収集，解析する
ことにより，まず日本を中心とした地域
個体群における遺伝系統地理構造を明
らかにすることを最大の目的とする． 
 そしてその結果に適宜，考古学、古生
物学分野の知見も加えることで，各地域
個体群の在来性，外来性について可能な
限り確からしい仮説を示して保全策の
構築等にも資し，さらにそれぞれの地域
個体群の分類学的位置づけについても
整理することも，本研究の目的とする． 
 

３． 研究の方法 
 スッポン個体群の遺伝系統地理構造
を明らかにするための分子マーカーと
しては，まず母系遺伝することで知られ，
これまでのカメ類の別のグループを対
象とした先行研究から，進化速度が早く，
同属種間や種内の個体群間の系統関係
の推定に適することで知られている，ミ
トコンドリア DNA の ND4 遺伝子領域
約 900 塩基対を用いた．さらに両親から
遺伝する核 DNA の変異の指標として，
マイクロサテライトの 10 遺伝子座を特
定し，それぞれの遺伝子型を調べた． 
 ミトコンドリア DNA の配列データは
最尤法(ML)，再節約法(MP)，およびベ
イズ法(BI)で解析し，得られた系統樹の

各枝（クレード，サブクレード）の実在
性は，ブートストラップ法（ML, MP）
と事後確率法（BI）で評価した．一方マ
イクロサテライトの遺伝子型データか
らは，主要クラスターを求めるとともに, 
structure 解析と assignment test を行
い，その結果にもとづいて個体群サンプ
ルそれぞれの遺伝構造の傾向と，妥当な
グルーピングについて検討した． 
 また以上とは別に，各地で採取され博
物館等に収蔵されている，貝塚や鮮新
世・更新世のスッポン属と思われる骨格
残骸，化石，半化石も調べ，各地・各時
代におけるスッポン属在来個体群の有
無を示す間接的な証拠とした． 

 
４． 研究成果 

 ミトコンドリアDNAについては，日本，
台湾，中国，韓国，ロシアから収集し
た計 412 個体分の標本よりデータを収
集することができた．認識されたハプ
ロタイプは計 42 あり、大きく３つのク
レード（A, B, C）に分けられた．この
うちクレード A は特に日本で出現頻度，
ハプロタイプの種類・配列多様性とも
に高く，その一方で台湾や大陸中国南
部（香港）・東部（上海）にはまった
く見られず，このことからこのクレー
ドは日本在来でここを中心に多様化し
たと考えられた．これに対しクレード
B は台湾と大陸中国の南部・東部で採
集された個体の大部分を占めかつハプ
ロタイプの多様性も高く，この地域を
中心に多様化したと考えられた．なお
クレード C は，大陸南部産の２個体と
九州の養殖場産の１個体のみに認めら
れ，先行研究の GeneBank データからナ
イリクスッポン（P．parviformes）の
ものと考えられたが，標本数がわずか
であったため在来分布地の範囲や外来
個体群の定着等について検討すること
は出来なかった．なおクレード A は上
記のように日本国内で卓越するほか，
韓国とロシアのサンプル中にも少なか
らず含まれていた．一方クレード Bも，
ロシアのサンプルにも含まれるほか，
日本国内でも沖縄県のサンプルの大部
分を占めるほか，本土でもクレード A
に比べ低頻度ではあるが稀ではなく，
特に本州西部では少なくなかった． 
 マイクロサテライトについては，ま
ず 今 回 の デ ー タ に も と づ く
assignment test では最適クラスター
数は 2となった．このうちクラスター1
は，台湾や大陸中国の南部・東部に多
く見られ，上記ミトコンドリアのクレ
ード B に対応することが考えられた．
ただしとは言え日本産個体にも少なか
らずクラスター1 が見られ，その頻度
は全体として西日本で高く，東日本で



低い傾向が認められた．これに対しも
う一方のクラスター（クラスター2）は
沖縄県を除く日本国内では圧倒的に頻
度が高く，朝鮮半島やロシアのサンプ
ルにも見られることから，ミトコンド
リアのクレード A と対応し，日本在来
のものと考えられた． 
 なお特に国内ではマイクロサテライ
トにおいてクラスター2（すなわち日本
で多様化したタイプ）となりながら，
ミトコンドリアのハプロタイプでは台
湾・大陸型を中心に多様化したタイプ
（すなわちクレード B）を示す個体も
見られ，日本の野外においてこれら多
様化の中心となった地域の異なる系統
間で交雑の生じていることが明らかと
なった。この中にはごく最近，台湾や
大陸から人為的に移入された個体（大
陸の個体のクレード B のハプロタイプ
と同一のハプロタイプを持つ）に起源
する外来個体群からの，日本在来個体
群への遺伝浸透を示唆するケースが少
なくなかった．今後保全遺伝学的視点
から，こうした外来個体の影響の少な
い地域に残る在来個体群を人為的に隔
離する等の保護策が強く望まれる． 
 なお貝塚や鮮新世・更新世の地層か
ら出土した骨格残骸，化石，半化石の
調査結果からは，北海道や東北地方を
のぞく日本本土で少なくとも後期更新
世ないし縄文期には在来のスッポン属
が生息していたことが示された．その
一方で沖縄島の遺跡から報じられてい
たスッポンの骨格残骸は，じっさいに
はウミガメや他のグループの半陸棲カ
メ（リュウキュウヤマガメ）のもので，
実際にはスッポンではないことが明ら
かとなった．この結果を現生のサンプ
ルを使ってアロザイム解析を行った先
行研究，さらに今回の分子生物学的解
析の結果と総合すると，現在，琉球列
島に見られるスッポンの島嶼個体群は，
沖縄県側のものはおもに台湾から，鹿
児島県側は日本本土から，近年になっ
て人為的に持ち込まれたものであるこ
とがあらためて強く支持された． 
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